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I は じめに

研究の背景

1999年から現在まで筆者らは精神科デイケア施設

にて身体心理的な要素を中心としたプログラムを担当

している。筆者 口)は統合失調症の参加者が多い 「リ

ラクセイション」プログラム、要介議度34の 認知

症高齢者および若年性アルッハイマー病患者のため

の 「ダンスセラピー」プログラム、うつ病からの復職

支援の 「リワーク」プログラムを担当し、筆者 (ウ〉は

「ダンスセラピー」プログラムを担当している。また、

2004年以降、筆者らは大学の臨床心理学科の芸術療

法(ムープメントクラス)あるいは集団求法(グルー

プワーク)に関わる実習においてダンスムープメン

ト・セラピーを実践的に導入してきた。そうした実践

を長年続ける中で、身体動作を用いたレッスンがどの

ような心理的効果をもたらすのかについて理論的に明

確に位置づける必要性を痛感してきた。現時点ではダ

ンスムープメント・セラピーというアプローチが社会

的に浸透していないこともあり、単なる運動や運動求

法の一つとみなされ、心理的効果を統合した身体 い理

的アプローチ(bOdrmind approach)および身体心理

療法的アプローチ(bOdy Orlenにd psychotherapeutic

approach)、あるいは本リステイック(holiStiC,全人的

あるいは全体詩的)で統合的なアプローチであること

が十分に理解されていない。筆者らはそうした現状認

識にたち、ダンスムープメント セ ラピーやリラクセ

イションの場に、筆者らが開発した「腕の立ち上げレッ

スン」とそれに関連する技法を積極的に導入し、身体

運動的要素とともに身侮心理療法的要素の検討を続け

ている(体験者は廷べ人数で少なくとも三子人を超え

ると推計されるた その結果、精神科ディケアでのプ

ログラムに限らず学生や一般社会人が参加するワーク

ショップにおいても、「腕の立ち上げレッスン」によ

る意識集中効果、リラクセイション効果、身体感覚の

訓練と身体的気づきの進化、無意識の身体的反応の発

見など、様々な身体 い理的現象への気づきが起きるこ

とを経験してきた。こうした経様の中で、本研究は「腕

の立ち上げレッスン」においてどのような事柄が体験

されているか、その体験の構造を質的分析によって把

握することを目的として行われた。特に、自由記述の

内容を関連性評定質的分析によって分析することに

よって、同レッスンの体験内容を位置付ける軸を明ら

かにすることを目指した。

ここで 「腕の立ち上げレッスン」とは、筆者らが

い抑年代に開発した後、上述の実践活動を通じてそ

の内容を集約してとりまとめたレッスン(葛西,抑略

Kasai,21Xy)を指す。なお、本研究で用いた 「腕の立

ち上げレッスン」は、腕の立ち上げ状態でしばしば無

意識のうちに自動運動として起きる腕の回旋などの観

念運動的tdeOmo的r movemenけ な要素に言及しない

方法を用いた(参照:Kasお,20慨)。具体的な手順は以

下の通りである。

0)床 に仰向けに横たわる(腰痛などがある場合は、

膝を立てた膝立て仰臥位でも良い )。

両腕を床に沿って左右に積に拡げる。

手の甲を下にして、両腕を床に置いてしばし休

む。

3)両 院を横に伸ばしきって両手の爪で床に触れる。

4)全 身の力を抜き、その姿勢でしばらく休息する。

5)両 肘は床に置いたまま、肘から先をゆっくりと

持ち上げる。

6)持 ち上げる際には、呼吸を止めたり喉を詰めた

りせずに穏やかに呼吸をする(回は軽 く開き、顎

も緩めていること)。

7)肘 まで持ち上がったならば、続いてゆっくりと

腕全体を天丼に向かって仲ばし始める。腕の重さ

を実感する大事な時間なので、決して急がないこ

1)

2)
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と。

8)腕 を伸ばし続け、肩が床からはれきるまで天丼に

向かって突き出す。

9)天 丼に向かって突き出した腕をそのまましばし維

持する(呼吸を止めないこと)。

10)腕 は伸びたまま、肩甲骨が床につくまで肩の緊

張を少しずつ接め、肩が床に着く。

11)床に触れている肩甲骨の一点を感じとる。そして、

その点、「腕の根っ子」に腕全体の重さがかかるよ

うにする(肩守骨のポイントを感じてもらうため、

レッスン指導者は被験者の肘と手首を伸びた状態

に保ったまま、腕の重さが肩甲骨のポイントにしっ

かりとかかることを確認してもらうために、腕全

体を床方向、下に軽く押しつける)。

12a)被験者は自分の腕の重さが肩甲骨の一点 「腕の

根っ子」にかかっていることを感じつつ、より少

ない力でその状態を続ける仕方を探ってみる。最

初は指は伸ばした状態から始め、腕の傾ぐ方向や

その程度などを様々に試し、より少ない力で 「腕

が立ち上がっている」状態を維持してみる。

12b)(観 念運動に関連する部分は実施せず)。

13)疲 労を感じてきたら、肩の力を緩めて、肘が重

さで次第に下がっていくようにする。

14)肘 が床に着いた後、肘の力も緩めて腕全体が左

右にゆっくりと床に降りていくようにする。

15)両 腕が左右に伸びて床に置かれた状態になる。

心身ともに弛援し緊張することなく休息する。

(以下、手順1に戻り繰り返す)

「腕の立ち上げレッスン」の実践の中で気がつくこと

は、腕の立ち上げ課題そのものの効果と共に、そうし

た動作への意識集中から脱力へという流れの中で深い

リラクセイション効果が得られるため、参加者がしば

しば眠りへと誘われることがあるという点である。精

神科デイケアの参加者はしばしば不眠に対する投薬を

受けていることがあるが、特に睡眠導入剤の力を借り

なくとも眠りに落ちる体験したと報告する者が少なく

ない。筆者(・1)はこのような意識レベルの変化を頻繁

に観察する中で、そうした体験が参加者によって良い

体験として受け止められることによって、ネガティブ

な自己イメージを改善するのに役立っているという心

理的効果にも気がついてきた。なお、こうした展開に

至るためには場の安全と安心感の醸成が必須の要素と

なっているが(葛西,2tXB)、ここではそうした指摘を

行うだけに留めておく。

筆者(・2)は刻鵬 年のECArTE国 際会議(European

Consortium for Arts Therapies Education)において実

践形式の発表をする機会を得た(Kasal,21Xp)。参加者

は欧州各国のアートセラピスト、ミュージックセラピ

スト、 ドラマセラピストそしてダンスセラビストの専

門家たちであった。ここでの実践発表は国内の精神科

デイケアで行ってきたダンスムープメント・セラピー

の構成内容をほほ再現したもので、第一段階は 「から

だがあたたまる。心があたたまること・関係があたた

まる」を目的とした様々な身体的なエクササイズ、第

二段階は 「腕の立ち上げレッスン」を中心にしたリラ

クセイション、第二段階は深いリラクセイシヨンから

再び社会的関係へと復帰していくための心身の再活性

化に向けたエクササイズとなっていた。欧州各国では

ダンスムープメント技法およびリラクセイシヨン技法

は様々に実践されているが、同国際会議での実践発表

では、第二段階として紹介された 「腕の立ち上げレッ

スンJの 効果が高く評価されるとともにこうした二段

階のセッション構成の実際的効果が評価された。「腕の

立ち上げレッスン」には、腕のみならず指 ・手首 ・肘

肩などの細かな身体的調節というlml面とともに、そう

した身体動作に関わる身体感覚への注意集中という側

面がある。そうした注意集中が、第一段階での 「あた

たまるJ様 々な身体的及び関係的体験を前提として、

第二段階の 「腕の立ち上げレッスン」においてどのよ

うにしてしばしば限りを誘い出していくのかについて

は、今後の臨床場面でのさらなる応用において極めて

重要な点といえる。本研究はそうした身体心理上の状

態推移に注目するのに先だって、まずは 「腕の立ち上

げレッスン」そのものの基本的な体験内容を把握する

ことによって、上記の現象の解明に向けた基礎資料を

提供することを目指している。

ところで、神経言語プログラミングNLP:NeurO

Linguistc PrOgramminglというアプローチでは、人

が無意識のうちに利用する視覚 ・聴覚 ・嗅覚味覚 体

感 ,概念などといった情報チャンネルのうち、そのど

れが優先的に利用されるのかは個人毎に異なるとされ

る。元々、Mエ リクソン(MiltOn Enckson)による催眠

療法において適切な誘導を行うためには被験者の優先

的な情報チャネルに対してメッセージを送ることが重

要であることが知られ、神経言語プログラミングはそ
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うした事実をあらためて構造化したといえる。しかし、

優先情報チャンネルが個人ごとに果なるだけでなく、

副次的な優先チャンネルとの組み合わせなどによって

個々人の情報取得の有様は極めて多様であることが報

告されている (葛西,2010)。それと同時に、体懸的要

素が優先情報チャンネルであるという人は全体的に見

れ!ゴ少数派であることも指摘された。仮に体感型の人

が少数派であるならば、身体心理的アプローチはかな

り限定的な効果しか持ち得ないとも考えられる。この

ように優先情報チャンネルの相違の問題が 「腕の立ち

上げレッスン」における体験内容に影響を及ほす可能

性があるため、体感への気づきを深める身体心理的ア

プローチをある程度経験 した者を本研究の対象者とす

るのが通切と考えられた。

コ ロ 的 と方法

本研究は、「腕の立ち上げレッスン」の体験内容につ

いての自由記述を資料として、このレッスンがどのよ

うに体験されているかを質的に分析することを目的と

する。なお、質的分析方法としてグラウンデッド・セ

オリーや健康心理学領城を中心としたイギリスの解釈

学的現象学的分析などが知られているが、本研究では

質的分析に数理的分析(林の数量化理議田類 )を組み合

わせた関連性評定質的分析(葛西,20081を採用する。

この質的分析法は、記述内容をカー ド化し、内容の類

l「l性や関連性に基づいてカードの空間配置を行う川喜

多次郎のKJ法 を基本的な質的分析手順としているが、

発想法としての要素を払拭するとともに、林の数量化

理論田類による数理的分析を取り入れることによって

因子分析に類比される軸を算出する分析法となってい

る。なお、関連性評定質的分析(以下KH法 と呼ぶ)は

これまで少なくとも10数件の発表ないし研究詰文で採

用され、自由記述の質的分析方法として一定の位置づ

けを得ている(大鳥2tX17、二本柳201111。

なお、本研究においてKH法 を採用する理由は次の

2点 である。1)グラウンデッド・セオリーなどでは記

述が集約される過程において抽象度の極めて高いカテ

ゴリーヘ収束する傾向があり、「腕の立ち上げレッスン」

における体験のような機細な記述内容が保持されにく

いこと、2)数量化理議を用いることによリカテゴリー

構造を致理的に解析して因子分析に頼した軸構造を見

いだせるという利点があること、である。

1対 象

「腕の立ち上げレッスン」の税験者として、ダンスムー

プメント・セラピーを中心とした身体心理的実習の

進行に慣れている大学生14名【男性4名、女性 10名。

21～ 22歳、平均213歳 )を対象とした(刻鵬 年11

月実施)。全員が8～ 10回 (各90分 )の身体心理的

実習に参加し腕の重さと腕の脱力に関するレッスン

を体験清みであった。なお、14名中 13名は少なく

とも1回は 「腕の立ち上げレッスン」を体験し1名

が未体験だったが、いずれも十分な身体心理的実習

体験を経ていると判断して被験者とした。

2手 続き・手順

カーペ ット敷きの実習室にて簡単なス トレッチや

ウォーミングアップの運動を311分程度実施し体が温

まった後、「腕の立ち上げレッスン」を実施した。進

行の手順と実際の教示は上述した内容(Kas嵐2m)に

基づいて行った。床に仰向けに横たわり両腕を天丼

方向に差し伸べていき、伸びきったところで肩と肩

BW骨を脱力して肩が床に着くようにする。床に置か

れている肩岬骨に仲ばした両院の重さがかかった状

態で支えるのが 「腕の立ち上げ」であり、こうした

過程について一つ一つの動作を教示し、それを5回

繰 り返した。その後は各被験者のベースで反復する

ことを求め、同レッスンの導入から15分後に終了と

した。実施後、心身を再度活性するための簡単なス

トレッチなどの運動を10分程度実施。その後でアン

ケート用紙に 「腕の立ち上げレッスン」の体験内容

に限定して邸 サィズの用紙に自由記述を求めた。結

果として得られた記述は6行から14行であり平均&7

行(±271だった。記述内容を主に文単位で抜き出し

てカード化を行った結果、カード枚数は 148枚となっ

た。

3関 連性評定質的分析による分析手順

KH法 では記述内容のカー ド化に続いて、「記述内容

が類似しているカード」同士が相互に寄 り集まると

いう進め方によってカー ドの空間配置を得る(詳細

は葛西20饉を参照)。記述内容のカー ド化は筆者二

名の判断に基づいて行った。カー ドの記述内容の類

似性 ・関連性に基づいて内容の似たカー ドが寄り集

まる空間配置の過程は、まず筆者 “pが 単独で行い、

第一段階の集約とラベル付けが完了した時点で筆者“沸
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がその内容を検討した。以下、第二段階、第二段階

と集約とラベル付けの段階が進むたびに両者で検討

を行った。見解が大きく異なることはなかったが(補

通)、最終的なとりまとめは筆者 lt)の意見を優先す

ることで集約過程の担当者を明確にしその観点を重

視した。なお、「腕の立ち上げレッスン」の体験に直

接関わっていない記述(意味が判然としないものや

全体的な感想など)は除外することにしたので以下

の分析の対象となるカードは133枚となった。

Ⅲ 結 果

1自 由記述内容の構造

自由記述の内容を表す 133枚のカー ドは、関連性

評定質的分析の方法に従い集約された。集約された

各グループには内容を縮約したラベルが付与された。

この結果、カー ドのグループ化によって得られた第
一段階のラベル(Ll)の個数は38個であった(Llコ1

～L138)。 それらのラベル、そしてラベルにまだ

含まれないカー ドをさらに集約することによって新

たなグループが構成されその中に第一段階のラベ

ル(Ll)が含まれている場合、それを第二段階のラベ

ルlL2)とした。こうした手順を繰り返していき、緒

果的に第二段階のラベル数は14個 となり(L2コ1～

L414)、それをさらに集約してくことにより、第二

段階のラベル数は5個 となり(L■1～ L35)、第4段

階のラベル数は2価 となり(Lと1～ L42)、第五段階

のラベル数は1個 となり(L51卜 合計ラベル数は側

個となった。なお、どのラベルにも所属しない独立

カー ドニ枚は研究テーマに直接関わらないため除外

することにした。表 1に は131枚のカードを包摂す

るこうしたラベル構造が示されている。表2に は12

個の上位ラベルについて、それが含む下位のラベル

数とカード枚数が示されている。

表 1 表 2で カー ド枚鉱が多い主要なラベルに注

目した。最も多いグループは第五段階のラベル「LLl

立ち上がった腕が勝手に揺れ、力が抜けて少しの力

で支えられている感覚がある」(34枚)であり、「腕

の立ち上げレッスン」の目的を十分に体感している

内容となつていた。このラベルの下位には第四段階

のラベルMl、 第二段階のラベルL■1、続いて3

個の第二段階のラベルL22.L2い ,L24、 最後に7

個の第
一段階のラベル Llュ,Lls,Llコ ,Ll_7,Li」 。

Llp.Ll 10が 属 している (表 2の 指孤内はそのラベ

ルに含まれるカード枚数卜 次にカード枚数が多いの

は 「L生2ゆ っくりと腕を上げていくのは想像以上に

重く、腕が重く感じられきつかった」(20枚)であった。

「腕の立ち上げレッスン」で遭遇する体験の一つであ

る 「想像以上の腕の重たさ」についての記述となっ

ている。日常では腕の重さを意識することは少ない

が、レッスンの中で腕の重さをあらためて発見して

いることが分かる。その次に枚数が多いのは 「L42

日常では体の重さや力を抜 く感覚を意識せず、脱力

の仕方が分からずリラックスできたかどうかも分か

らなV 」ヽ(18枚 )であったo「腕の立ち上げレッスン」

の要素である腕の脱力に至れないことや、焼力の難

しさや結果としてのリラクセイシヨンの難しさを述

べている。それに対して、その次に枚数の多い 「L35

リラックスして楽になったり、リラックスしたよう

に思った」(15枚 )は、「腕の立ち上げレッスン」の

中で案になリリラックスした態覚を得たという内容

であった。次いで 「L2コ 横になったり繰り返し何度

も体を動かして腕を立ち上げる」(13枚 )では、レッ

スン体験を深めようと被験者がいろいろと姿勢の調

整などをして工夫をしていることが示 されている。

さらに、「L処12,ヽつもと違う感触や発見を体験し、

ビックリしたり不思議な気持ちを実態する」18枚)

は、上に伸ばした腕の重さを肩日,骨の上に載せると

いう課題の中でいつもとは違う体感や新 しい発見を

遭遇し、そうした新奇な事柄に驚かされたり不思議

に思うという内容である。「L21周 りの音や声、体

の寒さや骨の音などを具体的に体感するJ7枚 )は、

意識を向けている腕にだけ感覚が開かれていくので

はなく、レッスンをしている部屋や周囲の音、話し

声などの音にも伎態になり、リラックスして緊張が

緩み筋肉が発熱しなくなったためか寒さを感じゃす

くなること、あるいは静かに動かしている指 ・手音・

肘 肩 などが小さな音(例えばキシキシなどのよう

に関節が動く音、あるいは音として報告されるよう

な関節や筋が動作する体感)など、多岐にわたって

感覚が鋭般になっている様子が示されている。

なお、所属するカー ド枚数は少ないカモ、「L2お 腕

を意識するが指先は意識したりしなかったりする」6

枚 )は、指先まで意識されたりされなかったりとい

うように意識の癌く範囲に相違があることを示し、

「Lを13リ ラックスのせいか眠い」14枚 )は、実験的

に行った 「随の立ち上げレッスン」中にも眠気に誌
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われることを示し、「L137夜 寝る前などにやってリ

ラックスできるようになりたい」(3枚)は、「腕の立

ち上げレッスン」によるリラックス効果を態じての

感想となっている。また、「LL38人 の力で持ち上げ

られるのと自力とでは違う」12枚)は、他者に腕を

持ち上げられる受動的動作と自力での動作とは違う

という感想であり、「Ll ll心 理的切断ということで

力が入らないのかなあ」(2枚)は、身体心理療法に

関連して解説した″心理的切断(意識しすぎて緊張す

るのならば腕が自分のものでないかのように心理的

に分離するという心的操作)の概念を、力が入らな

いことと結びつけての感想といえる。

以上のように、身体心理的実習を経てきた夜残者

が 「腕の立ち上げレッスン」を体験 して記した記述

内容は、これまで報告された体験内容をおおむね綱

羅していると考えられた。なお、腕の重さや脱力に

ついての実習経験が少なかったりあるいは優先情報

チャンネルが体感型ではない場合、「腕の立ち上げ

レッスン」に際して 「分からない。できない 困 った」

といった感想を述べることが多い。身体心理的レッ

スンにある程度習熟した今回の被験者においても類

似の要素 (ラベルL生2「 …リラックスできたかどう

かも分からない」、カード枚数18枚 )が見られたが、

本研究では 「腕の立ち上げレッスン」を実践する中

でのとまどいと課題の難しさを正確に捉えていたと

考えられる。以上が自由記述内容のカテゴリー化に

よる記述内容の質的分析の結果であった。

2体 験内容の構造

カー ド枚数が 131枚と多いこと、また、第一段階

のラベル付けによるグループに含まれる各カードは

内容が同一だったりおおむね類lL■した内容だったの

で、第一段階のラベルをカードのように見なして対

応表を作成することにした。また、上位のラベルを

もたないLl ll、Llコ7、L138と いった第一段階

ラベルは数量化理講田類による軸の分析に影響しな

いため計算に用いる対応表からは除外した(ただし、

質的分析によって空間配置されたカテゴリーとして

は維持されている)。したがって、表1の ラベル構造

から 「第一段階ラベル×第二段階以降のラベルとの

対応表」137行22列 )を作成して分析することになっ

た。

こうした体験内容とラベルの構造に因子分析で得

られるような軸構造を見いだすため、数量化理詩田

類による分析を行ったlSPSS1602Jた固有値の大き

さに基づいてとりあえず第Ⅳ軸までを以下の記述に

含めることにした。表3に は固有値、相関係数、全

分散に対する累積比が第 I軸から第V軸 まで示され

ている。固有宿の数値はいわば各軸の説明力を示し

ており、第 I軸では172%が 説明され、第1軸 では

120%が 説明され、第Ⅲ軸では94%が 説明され、第

Ⅳ軸では92%が 説明された。第 I軸から第Ⅳ軸まで

の全分散に対する累積比が空技8%と なっていた。また、

相関係数は、各軸ごとに付与されたラベルのカテゴ

リースコアとサンプルスコア(ここでは第一段階ラ

ベルに付与された値)との相関であり、第 1軸では

相関041553、第工軸では03弱笛、第Ⅱ軸では031B97、

第W軸 では030368であった。このように 「第一段階

ラベル」と 「第二段階以降のラベル」にはそれぞれ

の数値が示す値の対応関係が確認された。

表4に は、22個のラベルについて数量化理詰皿

類によって得られた第 I軸から第Ⅳ軸までのカテゴ

リースコアが示されている。それぞれの軸において、

このカテゴリースコアの絶対値の大きなラベルが軸

の両lmlに対比的に位置するため、それらのラベルの

内容を対比することによって軸の意味を解釈する。

図1に は第 I軸 と第H軸 とを組み合わせた際のラベ

ルの位置が、また、図2に は第Ⅲ軸と第Ⅳ軸との細

み合わせた際のラベルの位置がそれぞれ菱形のドッ

トで表示されている(いずれの図でも位置が重なっ

たラベルがある)。なお、ラベルの内容をすべて示す

と煩雑になるため代表となるラベルのみを示した。

図 1の横軸である第 1軸 は、「L廷3腕 の脱力でカ

の抜き方が分からず離しく、リラックスできない」(カ

テゴリースコア :+275)というラベルと 「L31肩 陣

骨 ・肩 肘 と床との関係の感覚や、持ち上げた肘が

落ちるという感覚を得た」(同 :巧仰)というラベル

が横軸の両端にあって対比されている。L33あ るい

はL廷1の近傍にはこれに関連する他のラベルも複

数存在するが、以下では軸の端に位置するラベルを

代表として用いて記述を進める。両端にあるラベル

の記述内容を対比することによって、第 I軸は 「兵

体的で微細な体感の状態とそこに至らない困惑の軸」

と解釈することができる。

次に図1の構軸である第工軸は 「L廷3腕 の脱力で

力の抜き方が分からず難しく、リラックスできない」
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15391というラベルと 「L2t17ゆ っくりと腕を上げ

るのは想像以上に重 くストレスがかかった」(+356)

というラベルとが軸の上下に位置して対比されてい

る軸である。したがって、第コ軸は 「腕の重さの負

荷によるストレスないし脱力できないストレスの軸」

と解釈される。     |

次の第Ⅱ軸は図2の 積軸として示されている。こ

の第lll軸では 「L207ゆ っくりと腕を上げるのは想

像以上に重く、ストレスがかかった」16研)と 「Lを14

けだるかったり頭がすっきりしたりで、 リ ラックス

できたように思った」(+解り が対比されている。し

たがつて、第町軸は 「腕の立ち上げレッスンの身心

への負担とリラックス状態の軸」と解釈される。

図2の 程軸には第IV軸が表示されている。第Ⅳ軸

は 「L2tD腕 の脱力(だけ)でも難 しい」l■522)と

「L411体 の重さゃ力を抜く感覚を日常で特に意識し

ていない」1107ついう対比によリー見 「腕の脱力が

難しいという事実と脱力する感覚の非日常性の軸」

と解釈される。しかし、「L2_14けだるかったり頭が

すっきりしたりで、リラックスできたように思った」

(+&33)といったラベルがL209の 近くにあるため、

第IV軸のマイナス側を 「意識していない」ことと捉

えると、第Ⅳ軸のプラス側は 「難しさを意識したり

リラックスできたと思った」ということから 「意識

しないことys意 識的であること」といった異なる解

釈も考えられた。第皿軸と第IV軸の固有値は、009423

およびOtD222と近いが、第IV軸の意味の暖味さを考

慮して、本研究では第皿軸までを取 り上げることに

した。なお、数量化理詩Ⅱ類による軸はその分析手

法の特徴のため、因子分析とは異なり必ずしも軸の

一次元性が得られるとは限らない。本研究で把握し

た二つの軸にも一次元的ではない対比がやや見られ

るが、それぞれに了解できる意味づけを得ることが

できたといえる。

IV 考 察

1関 連性評定質的分析によるラベルと軸について

比敬的少数の校験者からの自由記述であったが、

分析によって得られた上位ラベルの内容と二つの軸

の内容、すなわち、第I軸 「具体的で徹細な体感の

状態とそこに至らない困惑の軸」、第Ⅱ軸 「腕の重さ

の負荷によるストレスないし脱力できないストレス

の軸」、第Ш軸 「腕の立ち上げレッスンの身心への

負担とリラックス状態の軸」は、実践の中で把握し

てきた 「腕の立ち上げレッスン」の基本的な体験過

程や状態をほほ含んでおり、同レッスンの意図と目

的に沿つて被験者が体験していたと考えられるもの

だった。それと同時に、簡単な身体動作を基本とし

た同レッスンが心理的要素を豊かに含むことを、質

的分析の結果である表 1・表2の ラベルから確認す

ることができた。たとえば、「Lを13リ ラックスのせ

いか眠い」という報告は、「腕の立ち上|デレッスン」

によって寝入ってしまったという事例に結びつく記

述であり、意識レベルに変化があったことを推測さ

せた。また、該当するカード複数がそれほど多くな

いため軸構造には現れなかったが、「L412Vヽ つもと

違う感触や発見を体験する。ビックリしたり不思譲

な気持ちを実態する」18枚)とあるように、そうし

た事実に遭出して驚く体験は 「アハー体験」として

Aマ ズローの説く 「至南体験」(peak expedencO上

回,197勧へと達なる方向性をもつ可能性 も考えられ

た。このように 「腕の立ち上げレッスン」は身体心

理的および身体心理療法的アプローチとしてさらに

解明を進めるべき豊かな内容をもつことが確認され

たといえる。なお、身体心理的実習を経てきた被験

者であるにも関わらず、同レッスンの難 しさやリラッ

クスの難しさに4_2)についても述べられていたこと

から、彼験者の優先情報チャンネルが体感型ではな

かったためにそうした困難を感じた可能性も考えら

れた。今後、優先情報チャンネルの研究と結びつけ

てあらためて研究する必要があるといえる。

2腕 の重さを感じることと身体心理的世界の豊かさ

日常の動作の中で腕の重さを感じることはあまり
一般的ではないが、運動の精機さや運動の効率を高

いレベルで実現しようとした際、腕や脚など身体部

位の重さを感じることが訓練の基本となることが知

られている。例えば、野口三十三による野口体操(野

口、19721では、「上体のぶら下が り」の姿勢から、

下肢を上空に自然にブラ上げて逆立ちに移行するな

どのように、重さと脱力と身体パランスとを豊かに

結びつけている。そうした野田体操からげじめた場合、

「腕の立ち上げレッスン」は 「抑向けに横たわった姿

勢での腕のプラ上がり」としても捉えることができ

るだろう。ただし、「腕の立ち上げレンスン」ではそ

うした身体的側面が常に最重要なのではない。すで
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に述べたように 「からだがあたたまる 。心があたた

まる。関係があたたまる」ことを要素とするダンス

ムープメント・セラピーの第一段階に続いて、「腕の

立ち上げレッスン」を含む第二段階に至るとき、次

のような二つの要素が明確に切 り替えられている。
一つは、運動強度がやや高めで速筋を中心にした連

動モードから動きの緩やかな遅速筋を中心にした感

覚調整的なモー ドヘの移行であり、もう一つは他者

との関係性から離脱して個々人の心身感覚の世界へ

没入するという心身モー ドの切 り誉えである。精神

科ディケアでの指導では、社会的関係性を中心にし

た 訓 練 で あ る SST I S C C i a l  S k l l  T r a n i n g lな ど が
一

定

の意味をもつにしても、閉病の中で″い身ともに疲弊

しがちな参加者たちにとって、少なくともそれと同

等以上に必要なことは他者からの介入にさらされず

に安全に安らぐことである。グループでの実施にお

いて、仰臥して行う 「腕の立ち上げレッスンJは 、

天丼方向に立ち上げられた腕を目にすることによっ

て、お互いに用りの参加者を直接見ることが少なく

相互侵入的な関係になりにくいという特徴がある。

そうした安全な状況の中での腕の立ち上げへの注意

集中、そして、腕の脱力に伴う筋緊張からの解放の

結果としての心身のリラクセイション状態、こうし

た緊張と弛機の交替の■で眠気が誘発されたものと

推測されるが、そうした身体心理的状態推移は今後

の研究課題といえる。
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補  遣

複数の評定者(7名 )が同一の記述カー ドを各自の基

準によって集約し空間配置を行った場合、得られた空

間配置そのものは果なっていたが、数量化理議口類に

よって得られた軸構造を詳細に分析すると極めて類以

した軸が見いだされたという報告
・がある。本研究の

筆者2名 は腕の立ち上げレッスンに習熟しており、カー

ド集約 ・ラベル付与の過程でも大きな見解の相違はな

かった。したがって、筆者2名 がそれぞれ個別にカー

ドを集約して空間配置を行った場合、空間配置のパター

ンに相違があったとしても、この報告に基づくならば、

数量化理諸Ⅱ類によって得られる軸はおおむね類似し

たものになることが推調された。
・
関連性評定質的分析サイト「複数評定者による評定

を比較し果同の意味を検討する― トライアンギュレー

ションを分析的に実行する」

(参照 httH〃wwwP野 並atcom/kasa/)
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腕の立ち上げレッスンにおける身体心理的体験の構造
―関連性詳定質的分析に基づ く研究一

本研究は、身体心理的な気づきとリラクセイションを深めるため1990年代に著者によって開発された脱の立ち上
'テレッスンカt実際にどのように体験されているかを把握する目的で行われた。ダンスムーブメント・セラピーを学ん

でいる14人の大学生〔男4人、女 10名、平均年齢213歳 )がこのレッスンを体験 してその内容を自由に記述し、そ
の内容は144枚のカードとして条約され、そのうちの131枚が葛西(2008)による関連性評定質的分析 (略称KH法 )
により分析された。第一段階のラベル数鍋、第二段階のラベル数 14、第二段階のラベル数5、第四段階のラベル数2、

そして最上位の第五段階のラベル数は1となり、それらが林の数量化理論Ⅲ類(質的な因子分析)によって、三つの

軸(全分散に対する累積比i3,6%)が 以下のように意味のある軸として見いだされた。第I軸は 「具体的で徹細な体

感の状態とそこに至らない困惑の軸」、第正軸は 「腕の重さの負荷によるストレスないし脱力できないス トレスの軸」、

第Ⅱ軸は 「腕の立ち上げレッスンの身心への負担とリラックス状態の軸」を示す軸であった。これにより、身体動作
による同レッスンが豊かな心理的反応を呼び起こす身体い理的ないし身体心理療法的な位置づけにあることが確認さ

れた。ダイナミックな運動から、緩慢で感覚調整的な 「腕の立ち上げレッスン」への身体 い理的移行の意義について

議講がなされた。

キーワード:リラタセイション、優先情報チャンネル、身体い理療法、野口体操

録抄
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表 1 ラ ベルの全体構造

(Lはラベルを、Cは カードを示す)

L21周りの音や声 体のおどや骨の
音をどを泉い的に体0する。

●●1'■ の音かをんだか分からなしヽすれを持ち上lrrtistrキ ゥキゥ鳴らて,t,

Ll,R車 張ほからatHくことをする。

t,2Bの 立ち上r,の生 毒海 生 。

と'コ完室の■、日日のをatBtえる.

L5J立ち上aF●た白
が,手におれる カ
Ⅲ転け少め 力で交
えられている0勧 t
あ氏

レ タ 合計をことが筑にならす立ち上 1'

たBatい におれていた、

い 明 一文 驚 夏えるときなと口 こ位■獲 して吐 れ ない。

L14おまり余ltをこ路 たなくなつた。

L15立ち上t'た由ぶい手に短れていた。

t41,tの 力で貫
え自急に力J換けて
いる。口"骨 用
け 藤の白生Jあ
る̂

til Aぅンスがあ て'リ カで自毎た力ぷ数1,そ0強81A4叱 。

虹 1カロ■河 済とntとの口
伍や、極 上確 H」あ ると
|●●ntぇた。

口 3カ ロ骨が用ことたるととるで由を
変え、口 肘 康の日印 ている。

L17日 嗜貫える河 ,そ して本め86tBじ ている、

L'8■,骨めとたるところめ百でヨ庵受える.

L24手 肇 てtらつたけ自分で●●た
りして ― ●るとい渡 だつた.

LO肘 や― け なち車 がある。

Ll 10方を出し上日を||ち上Ⅲ【tら,て●Lす 敵すこと淳ある。

L,11●を的旬秘 うことで力at入らなltOnrJぉ。

L25とを8出するat、特先はな宮した
り防 かったり。

〔112Bへ oaJjな り■か北 r

Ll 13■,HHttBbLりしなかつたり。

t2G毎 的ら,たりい明 し■盛も身体
をいかしてBを 上●上イれ ている

Ll,4 Httiも上17.下げる.

t,150リヨし宮rt● ●てしも、,い忠晴か4

Ll l1 8になったりをほが土 り,3.

t27ゆつくりとHg上1,ものは8tlI
上に■(ストレスがかか,た、

L,17ゆ つくり出を上げてい(attrtitし た。

ti 10ゆつくり,は上げる」,fa■(母 られ を出以上に.

は密a取上にJK,」 Iくと

t26白 涼コく●陽 れ持ち上げるの161
できないくらいきつかつた,

t,21Hが ■(持ち上,することがでををいくちい3つかつた,

■IFi ttalBい極 晩れた。

L2コ由の最力でtStLヽ 々

L122■でtttFtに■い から全身てllatr LELい.

に0いの鹿力でも力の生書方
が分からす‐ (リラクスで
書ない。

に1_を0カを生くのは■LI 。ヽ

Ⅲ2E骨 ては告0■せ
0カ強 く8妊 減
ビス 農力めt方が分
いらすリシ スできた
いどうかも分からない.

L2,o力 の生ttttt分からすり功 クス
で書ない

t'21どうしても力が入リリシ ス」なかをいてをなt 。ヽ

し125白 0カ は,か をか生けなく、ttを才lbtaからない。

L31様 の■どの8覚 はtt竹で
は忠B4f力 ぷなけてワラ″
クスした4R密ぶ分からない。

L211体 の■さや力をなくこ党を日体
では時 8Bし ていをい

Lを は書段、■いと うヽことはntな い

t,,7411,臣力ratて いをい

Ll 121カポ笹1サてリラ クス吐 鉄8なのか分からない。

t212い つもと違うとはや免曳書体●
する。どヮクJしたり不忠出な気由ちを
受密 る

L126まえられて0も [と実由【書紺 i。

Li n自 分ぷ ―‐ ″"佐 。

Li 31不 B8Eな 気持ちだつた。

口 iOり功 ウ絢 むいぶ 取 。ヽ

L02ほ たしり はリラ クスしているから.

t,コ0,Kな つてせた。

L■5リラクスして憂になつた
り功 クスしたよう,こほった.

Li 34リウクスで吉て表になつた,

L214けたるかった堀 がすo=けした
けで、り功クスでどたようになつた.

に135り功クスできたようにこつた.

t'■|力 が住け,宅 るい0し "が すoせ りしr● じalぁすた

L37rtS出 従 ltゎ て,ラ クスできるよう1_raり出 ぅヽ

t,3a人の力で||●エアちれるのとB力とのユいメある。
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寝2 上 位ラスル12日のリス ト (含まれる下也ラスルとカー ド枚敏)

豪3政 ■化理由H類 による第V軸 までの分析憶兵

各グループの最上位ラベルと内善 含まれる下位のラベルとカー ド牧敏

とと1ロ リの書や声、体の寒さや骨の書などを

具体的に体感する。

Ll l12)L122)Lに 3Q)0019(1) 合 滸カー ド転数(7)

L■1立 ち上がった腕が勝手に縛れ、力が強け

少しの力で支えられている感覚がある。

とを1

L生1

L2_2, L2 3、 L2_4

Ll_4(3) に 1_513) と 1_613) と 1_7(5) は 1_0(8) Ll_913) Ll_10(3)

C096(1) 合 計カー ド枚強 1341

と111心 理的切断ということで力が入らない

のかなあ。

合8tカー ド枚数 の

Lと5臨 をな機するが指先はを機したりしなか

つたりする。

Ll 12(2)と 113(3) 合 計カー ド枚致 t5)

Lと6機 になったり繰り返し何度も体を動かし

て腕を立ち上げる。

Ll 1415)と 115(O Ll16(4)合 計カー ド枚数 (13)

LL2ゆ っくりと臨を上げていくのは想像以上

に登く、由が重く感じられきつかつた。

Lと7.L2J

Ll_1714)Ll_18(2)Ll_190)L:200)L121(6)

合汁カー ド枚数 の

L42日 常では体の重さや力を強く感覚をを機

せず、脱力の仕方が分からずリラックスでき

たかどうかも分からない。

L生3,L3」

とと9 L生 10,Llと 11

Ll_22(2) Ll_23(2) Ll_24(3) と1_25(4)と1_26(2)Ll_27(2)  Ll_23(3)

合計カー ド枚数 (lD

とと,2い つもと違う感触や窮見を体験し、ビ

ックリしたり不思臨な気持ちを実態する。

L120(3)Ll「 0(3)ヒ 1」1(2)合 計カー ド枚数 C)

Lと13リ ラックスのせいか曜い。 Llコ2(2)L133(D 合 齢カー ド枚歓 (0

L35リ ラックスして発になつたり、リラック

スしたように思つた。

L134(5)L135(7)と lF6(3) 合 8tカー ド歓散 (19

L l _ 3 7夜破る前などにやつてリラックスでき

るようになりたい。

台辞カー ド枚数 (3)

Llヨ8人 の力で持ち上げられるのと自力とで

は違 う。

合計カー ド枚数 0

軸 日行色 信確保敏 全分散に対する泉検比

I 0 17266 0 41553 0 17266

lI 0 ,2950 0 35986 030216

I 0 09423 0 30697 0 39639

V 0 00222 0 30363 0 48861

V 0077聞 0 27898 056644
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表 4微 ■ 化理 由 E類 に よ る分 析構 兵
2 2 8の ラベルのカテゴリー スコアて寄 Iは から寄V出 )

ラ ス ル 名 第 Iお 第 ■は 筆 l I情 好 FⅢ

と2_01 0 48670 1 26337 1 00289 0 26592

L2_02 -1 33607 0 42523 0 85534 0 23682

L5_打 -3 85957 -1 12400 -0 03750 ,C 01450

と4_1 -5 37367 -2 05353 -0 65365 ,0 16543

-6 06984 -2 42426 -0 82757 -0 2106S

L3_1 -6 06384 -2 42426 -0 32757 -0 21000

12_04 -6 06984 -2 42426 -0 82757 -0 21066

L2_35 0 47532 1 21820 0 93965 0 24339

L2_06 0 48678 1 23971 0 96931 0 25660

L2_07 0 8386S 3 56379 ‐6 07164 1 20199

L3_2 0 88,86 3 53905 -5 99731 -1 18661

L2_00 0 32618 3 50194 -5 88582 ―, :6353

2 75759 -5 39283 -2 38499 5 22713

L2_10 2 75759 -5 39283 -2 33499 5 22703

L2_11 2 54705 -4 31462 2 22744 -10 77577

L3 3 2 75759 -5 39233 -2 38499 5 22703

L3_4 2 31077 -3 78095 1 84883 -0 00420

L4_2 2 56609 -4 70202 -0 57050 -3 82921

L2_12 0 40078 1 23971 0 96931 9 25660

12_13 0 47532 1 21320 0 03965 0 24339

L2_14 0 74286 2 60423 8 47155 3 33096

L3_5 0 67397 2 28213 7 03166 2 75258

口1虫 量化理由E打 による分析備卑(壊 rⅢ .好 Eぉ )

L3_1河伸骨 肩 村
と床との口係つ毎
受や、持ち上1れれ
たnat鶏ちるという
感覚をえた。
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口2は ■化理由I類 による分析お察(年Eお .車甘出)

〔::: : : : : ) > >°

8

8

4

2

L214け たるかつた
り車おけつ書りした
りで、リカ クスでを
たように3つたも

-2    ・
-2

Ⅲ

-3

-8

-10

-12
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